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５．学長・副学長講義の概要 
５－１．学長講義の内容 

ＳＧＳの学習機会は毎月第一水曜日と第三水曜日であり、原則として第一水曜日は前期と後期に分

かれて学長が講師を務める学長講義となっている。専科は後期と共に授業を受ける。本章では学長講

義の概要について述べる。 

前期の講義内容は主に下記のテーマに集約される。日本経済の中で軽視される農業の重要性と安

心・安全な食を得るための有機農業の必然性が前期の３年間に亘り繰り返し講義を受けることで身に

染みて理解が深まる思いがする。それらの概要を後述する。 

・日本経済と農業 ・農業の現状 

・有機農業  ・経済について  ・その他 

後期の講義内容は“時事問題”であり、エコノミストやプレジデントなどの経済雑誌に掲載された

記事を保田 茂学長が選択され、講義の材料として解説頂く形態で行われる。学長の知識・見識や経験

に基づく解説は分かり易く、時事問題への理解が深まり、関心が高まった。講義一覧を後述する。 

新型コロナ感染症の蔓延に際して、特別講義の講師の都合がつかず全在校生対象の合同講義となる

場合があったが、その際には保田 茂学長が代役を務められ、ウイルスと免疫に関する内容の講義があ

り感染防止のための取組の参考になった。 

 

５－２．前期の学長講義概要 
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５－３．後期の学長講義概要 

直近の数年の後期学長講義について、実施時期、出典及び記事タイトルを一覧で示す。 

講義概要の事例を後述する。 
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５－４．副学長講義概要 

池本廣希氏は前述の通り、２０１８年６月からＳＧＳ副学長に就任された。それ以前はＳＧＳの協

力指導員として特別講義を受け持って頂いていた。ご専門は農業経済学で、特に兵庫県播磨地域に多

いため池の利活用に力を注いで来られた。講義内容もため池や水の利用に関する事柄が多く、地域の

実情や水にまつわる世界の諸問題についてご教示いただき理解を深めることが出来た。 

副学長就任後の講義の概要について以下に述べる。 

（１）講義内容一覧 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）講義概要 

 

 

年 日　付 講義タイトル

2018 6月20日 今、農を語る　 ～いなみ野ため池を巡って～

3月20日 水をもとめて　～ため池は無用の長物か～

6月19日 水をもとめて　　～21世紀は水の世紀～

3月18日 コロナ感染防止の為休講

6月17日 食と農をつなぐ元気な暮らしを求めて

3月17日
続：食と農をつなぐ元気な暮らしを求めて
　　　　～持続可能な”いのち”を支える社会をどうつくるか～

6月16日 水をもとめて　　～淡山疏水と母里村難快復の秘話～

3月16日 水はどこから　　～干ばつむらの水とのたたかい～　　加古大池・大溝用水の場合

6月15日 ため池は定常型社会をつくる

2019

2020

2021

2022
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